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ＢＲリング

　本工法は、ウェブ貫通孔に立上りを有するＢＲリングを密着させた後、ＢＲ

Ｒリングが部品化されている。

　本工法には、呼び径としてφ１００からφ４００までの貫通孔径に対応したＢ

せウェブ貫通孔を補強する。

リング外周部と梁ウェブとを隅肉溶接することでＢＲリングと梁とを一体化さ

ＢＲリング（貫通孔補強金物）を用いて補強する工法である。

　フリードーナツエイト（以下、本工法）は、鉄骨梁のウェブ貫通孔を専用の

適用範囲

規格 アーク電圧 アーク電流
（Ａ）

項目 適用範囲

梁ウェブ

隅肉溶接

２箇所まで

※１ 適用する梁材の材質

Ｍａｘ（　Ｌ／１０　， ２Ｄ ）
注）　本工法は、横補剛が必要な梁の横補剛を不要とするものではない。

溶接材料及び溶接条件の標準は下表の通りとする。

に注意し、台上に整理整頓して保管する。

（１）溶接作業の品質を管理する溶接技術者は、鉄骨製作管理技術者２級

（２）溶接技能者はＪＩＳ　Ｚ　３８４１に規定された半自動溶接技術検定試験の種類
における下向（ＳＡ－２Ｆ、ＳＡ－３Ｆ）の資格を有する者とする。

入荷したＢＲリングは、他工事のものと混入しないように置場を定め、曲がりや変形

（１）溶接姿勢は下向きとする。

（２）溶接部は溶接に先立ち、水分、ごみ、さび、油、塗料などの溶接に支障の

あるものを取り除く。
（３）気温－５℃未満の場合は溶接を行わない。

（４）予熱は梁ウェブの材質により以下の指針に準拠して行う。

（１）ＢＲリング外周に組立て溶接を行う。

（２）組立て溶接は、等間隔に３～４箇所、１箇所の長さは４０ｍｍ以上、１パスとし

ショートビードにならないように注意する。

（５）ＢＲリングと梁ウェブの隙間（肌すき）の許容差は、ＢＲリング外周部において１ｍ
　ｍ以内とする。またＢＲリングと貫通孔中心のずれの許容差は２ｍｍ以内とする。

（１）本溶接はＢＲリング外周の全周隅肉溶接とし、各Ｂ

イズ（Ｓ）以上の溶接を行う。

　各仕様の隅肉溶接サイズは下記表の通り。
　なお、ＢＲリング板厚６ｍｍにおいて、ＢＲリング板厚同
　程度の隅肉溶接サイズも可とする。

呼び径 隅肉溶接
製品記号

ＢＲ１００Ｋ
ＢＲ１２５Ｋ
ＢＲ１５０Ｋ
ＢＲ１７５Ｋ
ＢＲ２００Ｋ
ＢＲ２２５Ｋ
ＢＲ２５０Ｋ
ＢＲ２７５Ｋ
ＢＲ３００Ｋ
ＢＲ３５０Ｋ
ＢＲ４００Ｋ

４以上

５以上
５以上

５以上
５以上

５以上
５以上
５以上
５以上

４以上

４以上

１７５

２２５

２００

２５０

３００
２７５

３５０

４００

１５０

１２５

１００

呼び径製品記号

（枚）

重量 内径 外径 板厚 高さ 枚数

ＢＲ１２５Ｋ

ＢＲ１７５Ｋ

ＢＲ２２５Ｋ
ＢＲ２００Ｋ

ＢＲ２５０Ｋ

ＢＲ３００Ｋ
ＢＲ２７５Ｋ

ＢＲ１００Ｋ

ＢＲ１５０Ｋ

ＢＲ３５０Ｋ
ＢＲ４００Ｋ

１７５

２２５

２００

２５０

３００
２７５

１００

１５０

１２５

３５０
４００

０．６

０．７

０．９

２．１
２．５

３．０
３．８

４．３
４．９
６．６

８．４

１８７ ６

２６０ ９

３１９ ９

２８８ ９

３５６ ９

４１２ ９
３８４ ９

１６０ ６

２１５ ６

２０

２８

３２

３０

３５

４０
３７

１７

２２

１

１

１

１

１

１
１

１

１

１７５

２２５

２００

２５０

３００
２７５

１００

１５０

１２５

４７７ ９ ４４ １３５０
５４２ ９ ４８ １４００

ＢＲリング

単位（ｍｍ）

下孔径
基準値

ｄｗ
（ｍｍ）

製品記号

ＢＲ１００Ｋ

ＢＲ１２５Ｋ

ＢＲ２００Ｋ

ＢＲ２２５Ｋ

ＢＲ２５０Ｋ

ＢＲ１５０Ｋ

ＢＲ１７５Ｋ

ＢＲ２７５Ｋ

ＢＲ３００Ｋ

ＢＲ４００Ｋ

ＢＲ３５０Ｋ

１００

１２５

２００

２２５

２５０

１５０

１７５

２７５

３００

４００

３５０

±２ｍｍ

Ｆ値３２５Ｎ／ｍｍ　　以下

制限なし

材質

梁せい（Ｄ）

梁ウェブ厚

幅厚比

孔径比 （ｄ ／Ｄ　　　）

塑性化が
予想される領域に
設けることができる
貫通孔の数

建築基準法第３７条第二項に基づく指定建築材料

・建築構造用圧延鋼材（ＳＮ４００Ａ、ＳＮ４００Ｂ、ＳＮ４００Ｃ、ＳＮ４９０Ｂ、ＳＮ４９０Ｃ、ＳＮ４９０Ｃ－ＴＭＣ）

・溶接構造用圧延鋼材（ＳＭ４００Ａ、ＳＭ４００Ｂ、ＳＭ４００Ｃ、ＳＭ４９０Ａ、ＳＭ４９０Ｂ、ＳＭ４９０Ｃ）

・建築構造用ＴＭＣＰ鋼材（ＴＭＣＰ３２５Ｂ、ＴＭＣＰ３２５Ｃ）

※４ Ｄｒ：ＢＲリングの外径（ｍｍ）

※２ ｄ：フリードーナツエイトの呼び径（ｍｍ）

※３ Ｄ：梁せい（ｍｍ）

※５ 梁の応力状態によって、これ以上の距離が必要になる場合がある。

梁の応力に対する検討は、旭化成建材の検討サービス利用のこと。

※６ 梁の応力状態によって、ｅ１の範囲が変動する場合がある。

※７ ｔ：梁フランジ厚（ｍｍ）

※８ ｒ：フィレット（ｍｍ）

※９ ａ：ＢＲリングとＨ形鋼フィレットとの間隔（ｍｍ）

注）　梁に軸力が作用する場合は使用不可とする。

注）　梁の材軸に対し鉛直方向（梁せい方向）に複数の貫通孔は不可とする。

梁の応力に対する検討は、旭化成建材の検討サービス利用のこと。

　　　　　　　　ＢＲ１００Ｋ～ＢＲ１５０Ｋ：ａ＝７．５　

　　　　　　　　ＢＲ１７５Ｋ～ＢＲ４００Ｋ：ａ＝９

　※１０　梁端部からの距離が梁の長さ（Ｌ）の１／１０以内、または梁せい（Ｄ）の２倍以内の範囲。

Ｌ１：梁端からＢＲリング中心までの距離

項目

鉄骨梁貫通孔補強工法

Ｄｒｄ ｔ ｈ

ｆ

管理許容差

Ｒリング部材それぞれに定められた必要隅肉溶接サ

またはＷＥＳ２級の資格を有する経験者とする。

（Ｖ）
ワイヤ径
（ｍｍφ）

種類

フリードーナツエイト

（５）　検査・完成（４） 本溶接（３）　組立て溶接（２）　位置決め（１） 梁ウェブの孔あけ

［４．７］ 施工手順

［３．２］ 取付け位置に関する規定［３．１］ 梁の材質・寸法に関する規定［２．１］ ＢＲリング材質

［２．２］　ＢＲリング形状

［４．６］ 本溶接

［４．５］ 組立て溶接

［４．４］ 溶接の注意点

［４．３］ 溶接材料及び溶接条件

［４．２］ 資格

［４．１］ 保守管理

［２．３］ フリードーナツエイト構成部品一覧

１． 工法概要 ２．　構成部品 ３．　適用範囲・使用条件

４． 施工

ＢＲリングの取付け位置を確認し、
ウェブにケガキし下孔をあける。
注）下孔まわりのバリをグラインダー等
で取り除き、ＢＲリングとの接触面
の浮きさび、汚れ等を除去する。

梁けがき線とＢＲリング外周角部
を合わせる。
注）ＢＲリングをシャコ万等を用い
て梁ウェブに密着させる。

ＢＲリング外周の３～４箇所に組
立て溶接を行う。
注）ショートビードにならないこと。

ＢＲリング外周を全周隅肉溶接する。
隅肉溶接は［４．６］（２）に規定する
必要隅肉溶接サイズ（Ｓ）以上を
確保するよう行う。

スラグ・スパッタを除去する。
目視にて外観検査を行う。

盛の高さ許容差（⊿ａ）は，０≦⊿ｓ，０≦⊿ａとする。
（２）必要隅肉溶接サイズ（Ｓ）の許容差（⊿ｓ）および余

Ｌ２　：　ウェブスプライスプレート端
およびガセットプレート端
からＢＲリング中心までの距離

ｅ１　　　：　梁天端からＢＲリング中心までの距離

Ｌ３　： 隣り合うＢＲリングの
梁材軸方向中心間距離

５０ｍｍ＋０．４７×Ｄｒ　　以上

３０ｍｍ＋Ｄｒ　／２以上

３０ｍｍ＋（Ｄｒ　＋Ｄｒ　）／２］以上

（ｔ 　　＋ｒ 　）＋（Ｄｒ／２＋ａ　　）≦ｅ１≦（Ｄ　 －ｔ　－ｒ）－（Ｄｒ／２＋ａ）

ＳＮ－ＢＲ４９０Ｂ　ＭＳＴＬ－０５０４　（Ｆ値３２５Ｎ／ｍｍ　　）

ＹＧＷ１８
ＹＧＷ１１ １．２、１．４ ２８～４０ ２８０～３６０ＪＩＳ Ｚ　３３１２

ＴＭＣＰ鋼　：（別紙第１）グレード別の適用範囲と別記事項（日本鉄骨評価センター）
その他　：鉄骨工事技術指針・工場製作編（日本建築学会）

サイズ
（ｍｍ）ｄ

（ｋｇ） （ｄ）

２

２

塑性化が予想される領域に
貫通孔を設けることはできない。

ただし、ＦＣ，ＦＤランクの梁で、

塑性化が予想される領域

Ｍａｘ（　Ｌ／１０ ， ２Ｄ　）

２ １

Ｌ２

以上

塑性化が予想される領域

※４

※８※７ ※９ ※３

※５※４

※６

※１

※３※２

※１０※１０

２
※２ ※２

１ １ ２
※４ ※４

１ ２

５０

１８００ｍｍ以下

３２ｍｍ以下

０．６以下

ｆ

ｆ

Ｍａｘ［１．５×（ｄ ＋ｄ ）／２，５０ｍｍ＋０．４７×（Ｄｒ　 ＋Ｄｒ　 ），　

（一財）日本建築センター　ＢＣＪ評定－ＳＴ０２６５－０２

・一般構造用圧延鋼材（ＳＳ４００）

２０２２年１０月作成
工法標準図（既製品参考図面）

２
ｍ
ｍ

ｄｗ

ｔ

Ｄｒ

ｄ

ｈ

Ｌ

Ｄ

以上

２ｍｍ８ｍｍ

６ ｍ
ｍ

３ ｍ
ｍ

８ｍ
ｍ

Ｌ３Ｌ２

Ｄｒ Ｄｒ

Ｌ３ Ｌ１

Ｌ２

以上３０

ｅ１

ｅ１

３０ ０．４７Ｄｒ

・建築工事標準仕様書・同解説　ＪＡＳＳ６鉄骨工事　２０１８年改定版（日本建築学会）
・鉄骨工事技術指針・工事現場施工編　２０１８年改定版　（日本建築学会）
・鉄骨工事技術指針・工場製作編　２０１８年改定版　（日本建築学会）
・（別紙第１）グレード別の適用範囲と別記事項（日本鉄骨評価センター）

本標準図に記載のない事項は下記による。

・建築基準法・同施行令・国土交通省告示等
・日本産業規格（ＪＩＳ）

・鋼構造許容応力度設計規準 ２０１９年改定版（日本建築学会）

参考図とし代表既製品を記載。
その他既製梁貫通補強は検討書を監督員及び
監理者に提出し承認を得る事。


